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内

容

概  要 

グラフェン上に単層カーボンナノチューブを直接成長させることが可能。 

グラフェンと単層カーボンナノチューブが直接結合を形成したハイブリッ

ド構造の作製が可能。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

グラフェンとカーボンナノチューブを混合させた場合に比べ，グラフェンと

単層カーボンナノチューブ間に直接結合が形成されており，界面抵抗が低いた

め，グラフェンーカーボンナノチューブのハイブリッド構造として導電性の面

で優れている。 

本技術の 

有用性 

従来の炭素材料電極に比べ，カーボンナノチューブは高い比表面積をもつた

め，触媒担持材など電極やセンサー応用に適している。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

剥離グラフェン上に生成し

た単層カーボンナノチュー

ブ（左）SEM 像，（右）模

式図 

適用可能製品 
燃料電池の電極，キャパシタ，およびセンサーなど。 
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